
　6月13日、春日東小学校で、「春日市総合防災訓練」を行いました。
　この訓練は、市内において災害が発生したことを想定して、いざというと
きに迅速かつ的確な災害対応を行うために実施するものです。
　当日は、防災関係機関や自主防災組織の協力を得て、たくさんの見学者
が見守るなか、参加者全員が防災に対する意識を高めました。

今号の表紙

春日市総合防災訓練
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〜それぞれが自分にできることでかかわろう〜
　多くの体験と人とのふれあいが、子どもを賢く心
豊かに育てます。
　あなたにもできることがあります。
　それぞれが自分にできることで協力し、地域みん
なでいきいきとした子どもたちに育てましょう。

　
「
春
日
市
遊
び
名
人
の
会
」と
は
、平
成
15・16
年
度

に
社
会
教
育
課
が
主
催
し
て
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座「
遊
名
人
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」を
修
了
し
た

皆
さ
ん
が
、さ
ら
な
る
技
量
の
向
上
を
目
指
す
た
め

に
結
成
し
た
自
主
研
修
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、こ
こ
で
習
得
し
た
伝
承
遊
び・

伝
承
工
芸
の
知
識
や
技
術
を
生
か
し
な
が
ら
、訪
問

要
請
の
あ
っ
た
学
校・公
民
館・児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
36
人
の
会
員
が
所
属
し
、月
一
回
の
定
例
研

修
会
で
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
、技
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。会
員
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。子
ど
も
が
好
き
な
人
、会
員
に
な
り
ま
せ

ん
か
。「
名
人
」の
名
称
は
気
に
せ
ず
、小
さ
い
こ
ろ
遊

ん
だ
技
を
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
十
分

で
す
。

定
例
研
修
会
日
時　
毎
月
第
２
水
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー

旧
館
学
習

室
３（
大
谷

６
ー
24
）

　
「
ふ
れ
あ
い
体
験
王
国
」、「
子
ど
も
遊
び
隊
」な
ど
の

事
業
や
、地
域
で
行
う
子
ど
も
の
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、現
在
23
人
の
青
年
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

18
歳
か
ら
40
歳
く
ら

い
ま
で
の
青
年
層
が
対

象
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

若
者
の「
自
己
実
現
」や

「
自
分
磨
き
」、「
出
会
い
」

の
場
と
し
て
、個
人
や
団

体
で
の
登
録
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

活動に役立ててください！！

■社会教育課が行っている事業についての情報は、
市ホームページ「教育文化→学ぶ・楽しむ」で見る
ことができます。
■各アンビシャス広場や地域、各団体の活動の様子
を地域活動指導員便り「らいん」で紹介しています。
「らいん」は、社会教育課と学校、公民館の掲示板で
見ることができます。
■公民館便りなど地域の活動を紹介する新聞などの
掲示コーナーを、ふれあい文化センター旧館ロビ
ーに設けています。

問い合わせ先　
社会教育課 社会教育担当
（575）4121　 （593）7380

「遊び名人の会」会員募集 青年ボランティア
﹁Guppy（グッピー）﹂登録者募集
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市
内
の
小・
中
学
校
や
公
民
館
な
ど
を

会
場
に
、自
治
会・育
成
会・老
人
会・Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
が
協
力
し
、子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら「
大
土
居・塚
原
台
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場
」と「
上
白
水
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

広
場
」が
新
規
開
設
し
ま
し
た
。平
成
19
年

度
開
設
の「
春
日
小
学
校
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

広
場
」に
は
、昇
町
と
小
倉
の
公
民
館
が
加

わ
り
、市
内
21
広
場
40
会
場
で
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
く
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○「
す
ぐ
っ
子
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
」の
活

動
を
紹
介
し
ま
す

野
球
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。野

球
チ
ー
ム「
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
」は
、昨
年

の
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
小
学
校
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、新
し
い
試
み
と
し
て
、ふ
れ
あ

い
農
園
を
利
用
し
た
野
菜
作
り
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
で
須
玖
の
歴
史

を
歩
い
て
学
ぶ
講
座
や
、地
引
網
体
験

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○子ども会と育成団体
近年多くの子ども会で会員が減少傾向にありま
す。そこで、すべての子どもに広く活動の機会を与え
たいという思いから、任意加入を全員加入に切り替
え、自治会と育成会などが連携して地域全体で子ど
もを育てようとする地区が増えています。
また、子ども会育成会で活躍するお父さんたちが
年々増えています。より多くの大人のご参加、ご協力
をお願いします。
○春日市少年の船
高校生以上の若い世代が、ボランティアスタッフ
として小・中学生の研修を行っています。
この活動の中心となるのは夏休みに行う４泊５日
の沖縄での研修ですが、体験・文化・平和学習を三本
柱として、事前研修から事後研修、そのほか一年間を
とおした活動の企画・運営をすべてこのボランティ
アスタッフが行っています。
子どもたちの体験活動の担い手として、また、その

体験をとおして自らも育っていく活動の場となって
います。
○青少年育成市民会議
乳幼児の保護者を対象とした「子育て講座」や、中
学生を対象とした「六中学校生徒会サミット」、「薬物
乱用防止・非行防止」の講演会などを行っている「青
少年育成市民会議」は、自治会連合会・スポーツ少年
団・子ども会育成会・保護司会・民生委員・PTAなど
11の団体で構成されている市民活動組織です。
それぞれの団体の活動に限らず活動している人た
ちのネットワークをつなぐことで、未来を担う子ど
もたちを育てる大きな力となっています。

★子どもの育成にかかわる団体などを紹介します★

みんなの居場所「アンビシャス広場」

▲すぐっ子
アンビシャス広場

▲上白水
アンビシャス広場

▲大土居・塚原台アンビシャス広場
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市職員を募集します

平成22年度
春日市職員採用試験

試験区分 受験資格 採用予定人数 第1次試験会場

一般事務Ａ
（大学卒程度）

昭和59年4月2日から平成2年4月1日までに生まれた人 7人

日本経済大学
※旧福岡経済大学

（太宰府市五
ごじょう

条３ｰ

11 ｰ 25）

一般事務Ｂ
（高校卒程度）

平成2年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた人 2人

建築Ｃ
（大学卒程度）

昭和56年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 2人

保育士Ｄ
（短大卒程度）

昭和59年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
または平成23年3月31日までに資格を取得する見込みの人

※　資格が取得できない場合は採用されません。
1人

※　試験は、第3次試験まであります。

第1次試験日　9月19日㈰

試験の概要
♦競争試験

申込方法　申込書に必要事項を記入し、窓口または郵送で提出する
※　申込書（『職員採用試験案内』にとじ込み）は、総務課（市役所5階）にあります。

また、郵便での請求や、市ホームページから入手することもできます。
なお、郵便で申込書を請求する場合は、封筒の表に「申込書請求」と朱書し、

140円切手をはり付けた返信用封筒（角2号・あて先明記）を同封してください。

受付期間　7月26日㈪〜 8月13日㈮
※　直接窓口で申し込む場合、受付時間は平日の午前８時30分から午後５

時までです。
なお、郵送で申し込む場合は、8月13日㈮の消印有効です。

申込・問い合わせ先
総務課 人事担当（〒816 ｰ 8501春日市役所）
（584）1111　 （584）1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

▲　試験の詳細については、市が発行する
「職員採用試験案内」、または市ホーム
ページで確認してください。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

春
日
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
被
保
険

者
で
70
歳
以
上
の
人
に
は
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の
間
、国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
高
齢
受
給
者
証

と
保
険
証
を
併
せ
て
提
示
す
る
と
、自
己
負
担

割
合
が
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割
合
に

な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
高
齢
受
給
者
証

を
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。現
在
交
付
し
て

い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、７
月
31
日
ま
で
し
か

使
え
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

８
月
以
降
の
自
己
負
担
割
合（
１
割
か
３

割
）は
、平
成
21
年
中
の
所
得
と
収
入
に
応
じ

て
判
定
し
ま
す
。

判
定
対
象
者　
同
一
世
帯
に
い
る
70
歳
〜
74

歳
の
国
保
被
保
険
者

▽
１
割

対
象
者
全
員
の
市
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
未
満

▽
３
割

対
象
者
の
中
に
、市
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

※　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な

り
ま
す
。対
象
者
に
は
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。

①
対
象
者
が
１
人
の
世
帯
で
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

②
対
象
者
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
収
入
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満

③
対
象
者
と
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
っ
た
人
の
収
入
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
国民健康保険高齢受給者証

７月下旬に郵送します

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

更新のお知らせ
「限度額適用認定証」と
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
　春日市国保の被保険者が交付を受けることが
できる「限度額適用認定証」と「限度額適用・標準
負担額減額認定証」（以下「認定証」）は、入院時の
医療費の限度額と市民税非課税世帯の食事代の
減額区分を証明するもので、入院時に医療機関
に提示することで、医療機関窓口での支払いを
限度額までに抑えることができます。
　現在交付している認定証の有効期限が7月31
日㈯となっているため、8月2日㈪から更新手続
きの受け付けを開始します。更新を希望する人
は申請してください。
交付を受ける条件　世帯主と加入者が所得の申
告をしている、または扶養家族として申告
されていることが公簿などで確認できるこ
と

※　国民健康保険税の滞納がある場合は、交付
を受けられないことがあります。

申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑
※　平成22年1月2日以降に転入した人は、別
途、証明書などが必要な場合があります。

申請先　国保年金課国保担当（市役所1階）

県営住宅入居者募集（ポイント方式）
　県内の空きがある県営住宅の入居者を、ポイント方式で
募集します。
　ポイント方式とは、現在住んでいる住宅の規模や設備、家
賃の負担状況、高齢者世帯の状況などの項目を点数化し、点
数の高い世帯から優先的に入居者を決定する方式です。
　詳しくは、募集案内を見てください。
申込手数料　無料
申込期間　7月20日㈫〜28日㈬

※　募集案内は申込期間中、市管財課（市役所5階）、いきい
きプラザ（昇町1ｰ120）に置いています。ただし、数量が
なくなりしだい終了します。

申込・問い合わせ先
▷福岡県住宅供給公社県営住宅管理部
　 （781）8029
▷福岡県県営住宅課
　 （643）3739
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20
歳
以
前
か
ら
の
障
害
で
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
や
、福
祉
年
金
か
ら
移
行
し

て
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、７
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。所
得
状

況
届
は
、障
害
基
礎
年
金
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
け
出
で

す
。

　

年
金
事
務
所
か
ら
対
象
者
の
自
宅
に
送
ら
れ
ま
す

の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、医
師

に
診
断
書
の
作
成
を
依
頼
し
、併
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　
７
月
30
日
㈮

提
出
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

も
し
も
の
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

障
害
基
礎
年
金
と
は
、国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
期
間
中
な
ど
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を
負
っ

た
と
き
や
、20
歳
前
に
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
要
件

①
初
診
日
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る

▽
以
前
に
被
保
険
者
だ
っ
た
人
で
、日
本
に
住

所
が
あ
り
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期
間
に

初
診
日
が
あ
る

▽
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

②
保
険
料
の
納
付
要
件

初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、保
険
料
を
納
め
た
期
間（
免

除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）が
３

分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
。

※　

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年

間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、３
分
の

２
以
上
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

な
お
、20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

場
合
は
、納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
人

の
所
得
に
よ
り
年
金
の
支
給
額
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

③
障
害
の
状
態
の
要
件

障
害
認
定
日
、ま
た
は
障
害
認
定
日
以
降
65

歳
に
な
る
ま
で
に
、政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
の
状
態

で
あ
る
こ
と（
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

異
な
る
）。

※　

障
害
認
定
日
と
は
、障
害
等
級
を
判
定
す

る
基
準
日
の
こ
と
で
す
。初
診
日
か
ら
１
年

６
カ
月
を
経
過
し
た
日
、ま
た
は
そ
の
期
間

内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
を
指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額（
年
間
）

▽
１
級　

99
万
１
０
０
円

▽
２
級　

79
万
２
１
０
０
円

※　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、そ
の
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳

未
満（
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
）の
子
、ま

た
は
20
歳
未
満
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
が
い

る
場
合
は
、次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

子
の
加
算
額（
年
間
）

▽
１
人
目
・
２
人
目

１
人
当
た
り
22
万
７
９
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

▽
１
人
当
た
り
７
万
５
９
０
０
円

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
障害基礎年金所得状況届（現況届）

７月は現況届の提出月です

国保年金課 年金担当　 （584）1111 （584）1141

新たな高齢者医療制度のあり方について
公聴会の開催

　現在、政府においては新たな高齢者医療制度の検討を進
めています。検討に当たり、国民の皆さんの意見を幅広く反
映できるよう、公聴会を開催します。
　参加は無料です。なお、申し込みが多い場合は、抽選にな
ります。
日時　8月2日㈪
　　午後1時〜3時30分（開場：正午〜）
場所　アクロス福岡イベントホール（福岡市中央区天

てんじん
神1ｰ

1ｰ1）
申込方法　7月19日㈪（消印有効）までに、次のいずれかの
方法で申し込む

▷市国保年金課で配布する参加申込書に記入し、ファック

スまたは郵送で送る
▷次の必要事項を記載し、ハガキまたはＥメールで申し込
む
①「高齢者医療制度公聴会」参加希望と記載
②開催地「福岡」を記載
③郵便番号・住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、職業
を記載

申込・問い合わせ先　厚生労働省保険局高齢者医療課
（〒100ｰ8916東京都千代田区霞

かすみ
が関
せき
1ｰ2ｰ2）

03（5253）1111　 03（3595）3506
kochokai@mhlw.go.jp
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よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
に
出
向

き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日・場
所

▽
８
月
２
日
㈪　

日
の
出
町
公
民
館

▽
８
月
３
日
㈫　

須
玖
南
公
民
館

▽
８
月
17
日
㈫　

昇
町
公
民
館

▽
８
月
18
日
㈬　

小
倉
公
民
館

▽
８
月
19
日
㈭　

大
谷
公
民
館

▽
８
月
23
日
㈪　

若
葉
台
東
公
民
館

▽
８
月
24
日
㈫　

大
和
町
公
民
館

▽
８
月
26
日
㈭　

光
町
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※　

８
月
５
日
㈭
に
予
定
し
て
い
た
弥
生
地
区
の

出
前
ト
ー
ク
は
、都
合
に
よ
り
９
月
30
日
㈭
に

変
更
し
ま
す
。

出前トーク「市長と語る」
８月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145

平和祈念展を開催します
　市は、昭和60年に「平和都市宣言」を行い、
核兵器のない平和な世界を訴えてきました。
　戦争の悲劇を風化させることがないよう、
県が所蔵する太平洋戦争に関する資料や、戦
時下の生活を伝えるものなどを展示します。
　この機会に平和の尊さについて考えてみま
せんか。
日時　7月17日㈯〜25日㈰
　　午前10時〜午後4時30分
場所　ふれあい文化センター新館ギャラリー
（大谷6ｰ24）

内容　戦時資料・遺品の展示、原爆被爆写真パ
ネルの展示など

問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当
（584）1111　 （584）3090

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
に
、次
の
要
件
を
満
た
す

人
が
加
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象　
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
児
童
ま
た
は
20
歳
未
満
で
障
害
の

あ
る
児
童
を
監
護
し
、か
つ
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
る
父
子
家
庭
の
父
で
、児

童
が
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す

る
人

▽
両
親
が
離
婚
し
て
い
る

▽
母
が
死
亡
し
た（
遺
族
年
金
受
給
者
は
除
く
）

▽
母
が
重
度
障
害
の
状
態
に
あ
る（
児
童
が
公

的
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
）

▽
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

▽
そ
の
ほ
か（
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
、母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
、母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
な
ど
）

※
１　

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
行

う
と
、平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
、「
８
月
分
」か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。ま
た
、す
で
に
父
子
家
庭
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
人
は
、平
成
22

年
８
月
１
日
以
前
で
も
申
請
が
可
能
で
す
。

な
お
、平
成
22
年
８
月
１
日
〜
11
月
30
日

ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、「
要
件

に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
２　

申
請
が
平
成
22
年
11
月
30
日
を
過
ぎ
る

と
、「
申
請
の
翌
月
分
」か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。

児童扶養手当制度の改正
父子家庭も児童扶養手当の支給対象になります

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

開設10周年を迎えました！
ゆり工房・にじ

　5月29日㈯、福祉ぱれっと館で「ゆり工房・
にじ開設10周年記念式典」が開催されまし
た。平成12年6月1日の開設と同時に事業を
開始した「障害者就労支援センターゆり工房・
障害者生活支援センターにじ」では、社会福祉
法人宰府福祉会が市の事業委託を受けて、障
害のある人に対して、就労訓練や生活訓練、介
護などを行っています。
　午前中の式典では、利用者の皆さん自身に
よって、日ごろの生き生きとした活動の様子
が発表されました。また、昼食をはさんで午後
からは、市内で活躍する音楽グループによる
ミニコンサートも開かれました。
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平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
、中
学
校
修
了
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
す
る
親
な
ど

に
支
給
す
る
子
ど
も
手
当
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
当

て
は
ま
り
、申
請
の
手
続
き
を

ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求

▽
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

▽
住
所
を
変
更
し
た

▽
平
成
22
年
３
月
31
日
現

在
、児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
か
っ
た

額
改
定
認
定
請
求（
増
額
申

請
）平

成
22
年
３
月
31
日
現

在
、児
童
手
当
を
受
給
し
て

お
り
、平
成
22
年
４
月
か
ら

中
学
校
２
・
３
年
生
に
な
る

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

※　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
申
請

を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
請
方
法　
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
親
な
ど
が
、住

ん
で
い
る
市
区
町
村
に

申
請
す
る

※　

公
務
員
は
、勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
猶
予
期
間

　

子
ど
も
手
当
施
行
日（
平
成

22
年
４
月
１
日
）に
お
い
て
次

の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す

る
人
で
、申
請
猶
予
期
間（
平
成

22
年
９
月
30
日
ま
で
）中
に
認

定
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、４

月
分
か
ら
支
給
ま
た
は
増
額
し

ま
す
。

①
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
人
で
、中
学
生
以
下
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

②
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、平
成
22
年
４
月
か
ら

中
学
校
２
・
３
年
生
に
な
る

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

※　

期
限
を
過
ぎ
た
と
き
や
、

①
、②
の
い
ず
れ
の
条
件
に

も
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合

は
、申
請
手
続
き
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
し
か
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子

児
童
担
当（
市
役
所
２

階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
子ども手当の認定請求・額改定認定請求（増額）

申請を忘れていませんか

こども未来課 母子児童担当　 （584）1111 （584）1115

市
教
育
委
員
会
は
、平
成
23
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の

身
体
・
知
的
ま
た
は
情
緒
な
ど
に
関
し
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
を
対
象
に
、

就
学
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日　
８
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
学
校
教
育
課（
市
役
所
４
階
）

※　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、事
前
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

一人で悩まず相談してください

学校教育課 　 （584）1129（直通） （584）1153
就学相談入札結果をお知らせします

市発注の建設工事
　5月に行った建設工事の入札結果（契約金
額5000万円以上）をお知らせします。
入札案件　春日市立春日原保育所建築工事
（建築本体工事）

工事期間　平成22年6月24日〜平成23年3
月25日

契約金額　1億6737万円
工事業者　照栄建設株式会社
問い合わせ先　財政課契約担当

（584）1111　 （584）1145

春日市弥生の里児童画大賞展「歴代受賞作品展示会」
　8月2日㈪からの作品募集に合わせ、過去18回の上位入
賞作品を展示します。子どもたちの力強さが溢れる、心のこ
もった作品ばかりです。
　観覧は無料です。ぜひ来場してください。
展示作品　第１回〜第18回の入賞作品（金・銀・銅賞作品を
除く）

※　期間中、作品の入れ替えを行います。
展示期間　7月17日㈯〜8月31日㈫（月曜日休館）
展示場所　ふれあい文化センター新館ふれあいプラザ（大
谷6ｰ24）

問い合わせ先　社会教育課
（575）4121　 （593）7380
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〜まちの話題や人の紹介〜

　6月6日、市役所市民駐車場で「春のガレージセール」（春日
市自治会連合会主催）を行いました。
　家庭で使わなくなったものを持ち寄り、必要な人に安価で
譲ることで無駄なごみを減らすことを目的に行うこの催し。
毎年、春と秋の年2回開催しています。今回は135組の出店が
あり、天気にも恵まれ、多くの人でにぎわいました。
　また、当日は市役所ロビーで「動物愛護フェア」も開催し、啓
発パネルや犬・ネコのポスター、写真などを展示。訪れた人た

ちに、動物の適切な飼い方や飼い主のモラル・マナー向上の啓発などについて訴えました。

環境と動物愛護について考える

春のガレージセール＆動物愛護フェア

　6月19日、春日南中学校で「なんちゅうカレッジ」の開
講式がありました。
　今年で9年目を迎えるなんちゅうカレッジは、校区の大
人が講師となり、また受講生として参加して、生徒と一緒
に学ぶ土曜講座です。生徒が社会知識、社会との接し方や社会生活のルール
を学ぶこと、人生設計を考える契機をつかむことを目的に、また、校区の大人
が地域の教育の理解を深める契機にすることを目的としています。
　今年は、おもしろサイエンス、野鳥観察、陶芸、パティシエのケーキ、おもし
ろ法律、郷土史、管楽器、演劇、茶道、将棋、バトントワリング、ゴルフなど、20
講座で、2月の発表会「なんちゅうカレッジ祭」まで11回の講座を行います。
　今年から、地域運営学校に指定された春日南中学校では、なんちゅうカレッジの一部を１年生の授業の一環とし
て位置づけ、学校、家庭、地域が一体となった取り組みが一層進むものと期待されています。

大人と生徒が一緒に学ぶ

「なんちゅうカレッジ」開講式

　6月4日、「三松スポーツボクシングジム」（春日原南）が「春日市
スポーツ少年団」にチャリティーボクシング大会の益金を寄贈し
ました。毎年さまざまな団体に益金寄贈を続けている同ジム。寄
贈は今回で14回目になります。
　同ジムの松

ま つ お
尾友

とものり
徳会長から寄贈を受けたスポーツ少年団の

中
なかはら
原本部長は、「子どもたちに、春日市を『ふるさと』と思ってもら

えるような機会を与える取り組みを積極的に行っていきます」と
感謝の言葉を述べました。

三松スポーツボクシングジム

春日市スポーツ少年団に益金を寄贈
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か
す
が
の
郷

夏
ま
つ
り

　
「
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
す

が
の
郷
」で
、夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。出
店
の
ほ
か
、豪
華
景
品
が
当
た
る

抽
選
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
㈰

午
後
３
時
〜
４
時
45
分

場
所　

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

か
す
が
の
郷（
塚
原
台
３
ー

１
２
９
）

※　

来
場
の
際
は
、で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
の
郷

（
５
９
５
）６
０
６
０

（
５
９
５
）６
３
６
１

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

盆
踊
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

日
時　

８
月
４
日
㈬（
雨
天
時
は
５
日

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

㈭
に
順
延
）

午
後
４
時
30
分
〜
９
時

場
所　

同
駐
屯
地（
大
和
町
５
ー
12
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

盆
踊
り
、花
火
大
会
、音
楽
隊
・

太
鼓
隊
の
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
駐
屯
地
広
報
班

（
５
９
１
）１
０
２
０（
内
５
４
５
８
）

第
23
回
あ
ん
ど
ん
祭
り

ミ
ッ
ク
ス
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

テ
ニ
ス
仲
間
・
親
子
・
夫
婦
で
誘
い

合
っ
て
、楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

８
月
22
日
㈰（
予
備
日
：
８
月
29

日
㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

場
所

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

▽
若
葉
台
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
若
葉
台
西
３
ー
４
ー
１
）

▽
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー

ト（
昇
町
２
ー
３
）

種
目

▽
一
般（
年
齢
制
限
な
し
）

リ
ー
グ
戦
の
後
、順
位
別
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
予
定

▽
シ
ニ
ア（
男
子
60
歳
以
上
と
女
子
50

歳
以
上
の
ペ
ア
）　

※　

組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま
す

が
、参
加
人
数
に
よ
り
種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
当
日
受
け
付
け
で
納
入
）

▽
一
般　

１
人
１
５
０
０
円

▽
協
会
会
員　

１
人
１
０
０
０
円

申
込
方
法　

８
月
12
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
本

人
と
ペ
ア
の
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、雨
天
で
順
延
し

た
場
合
の
出
欠
、協
会
会
員
の

人
は
所
属
ク
ラ
ブ
を
書
い
て
送

る

※　

フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
信
し
た
後
は
必

ず
電
話
で
届
い
て
い
る
か
の
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

同
大
会
係　

石い
し
い井（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
２
ー
６
ー
２
）

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係　

福ふ
く
し
ま嶋

（
５
８
６
）０
６
４
８（

兼
用
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
、メ

タ
ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄

養
相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

７
月
20
日
㈫
、８
月
３
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、日
時
の
都
合
が
合
わ
な
い

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習
会

科
目　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
習
会（
通
信
制
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で

求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望
し

て
い
る
人

期
日　

９
月
５
日
㈰
〜
11
月
26
日
㈮
の

昼
間
の
う
ち
13
日
間（
ス
ク
ー

リ
ン
グ
９
日
間
、施
設
実
習
４

日
間
、レ
ポ
ー
ト
提
出
）

※　

全
日
程
に
出
席
で
き
な
い
場
合

は
、資
格
認
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）ほ
か

受
講
料　

５
４
０
０
円
程
度（
テ
キ
ス

ト
代
）

※　

別
途
、健
康
診
断
料
が
必
要
で
す
。

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

申
し
込
み
が
半
数
以
下
の
場
合

は
、中
止
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
要
予
約
・
施

設
実
習
日
の
託
児
は
不
可
）

申
込
方
法　

８
月
18
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、所
定
の
申
込
書
を
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※　

申
込
書
は
、同
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
２
階
）

に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会　

母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室

　

人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
を
造
設

し
て
い
る
人
や
、そ
の
家
族
を
対
象
に

健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
号

研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
ス
ト
ー
マ
管
理
全
般
」

講
師　

原は
ら
だ田
紀き

よ

え
代
枝
さ
ん（
九
州
大
学

病
院
皮
膚
・
排
尿
ケ
ア
認
定
看

護
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
県
支
部　

牛う
し
じ
ま島

０
９
０（
７
９
２
１
）１
１
２
９

（
５
７
５
）１
７
４
１
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▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）で
、

防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も
必
要

で
す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、自
転
車

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、８
月
10
日
㈫

午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、８
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮

の
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30

分
に
引
き
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

歴
史
体
験
教
室

き
な
粉
を
作
ろ
う
！

　

大
豆
を
石
の
臼
で
ひ
い
て
、き
な
粉

を
作
る
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も
で
あ
れ

ば
、保
護
者
の
同
伴
が
な
く
て
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈮

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

50
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

会
も
行
い
ま
す
。コ
ン
ポ
ス
ト
の

中
身
を
一
握
り
程
度
、袋
に
入
れ
て

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

予
約
は
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
粗
大
ご

み
の
う
ち
、再
利
用
で
き
る
よ
う
に
修

理
し
た
自
転
車（
約
30
台
）や
ス
チ
ー
ル

家
具（
約
30
点
）な
ど
を
展
示
し
、譲
渡

ま
た
は
販
売（
自
転
車
の
み
）し
ま
す
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住
す

る
人

展
示
・
受
付
期
間　

８
月
３
日
㈫
〜
８

日
㈰（
７
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ
で

申
込
書
を
受
け
取
り
、必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、持
参
し
た

ハ
ガ
キ（
１
世
帯
１
枚
、表
面
に

申
込
者
の
住
所
と
氏
名
を
記

入
、裏
面
が
白
紙
の
も
の
）と
一

緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
１
世
帯
に
つ
き
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル

家
具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は

無
効
と
し
ま
す
。

身
体
・
精
神
障
害
者
対
象

職
業
訓
練
生
募
集

科
目　

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
科

日
時　

10
月
１
日
㈮
〜
12
月
24
日
㈮

（
平
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

九
州
地
理
情
報
株
式
会
社（
福

岡
市
東
区
青あ

お
ば葉
２
ー
30
ー
１
）

受
講
料　

約
１
万
１
０
０
０
円（
教
材

費
）

※　

別
途
、検
定
受
験
料
が
必
要
で
す
。

定
員　

15
人

※　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

８
月
26
日
㈭
ま
で
に
、最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

か
す
が
は
、子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方

や
地
域
で
の
子
育
て
支
援
の
あ
り
方
な

ど
を
学
ぶ
子
育
て
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、会
員
対
象
の
託
児

（
３
カ
月
以
上
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
あ

り
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
13
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

演
題　
「
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た

め
に
」

講
師　

岡お
か
も
と本
健け
ん
じ二
さ
ん（
子
育
て
支
援

指
導
者
）

申
込
方
法　

９
月
６
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）７
７
０
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

fa
m
isa
p
o
@
c
ity.ka

su
g
a
.

fukuoka.jp

「
先
生
に
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
」

小
児
科
医
と
の
座
談
会

　

子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
、小
児
科

の
先
生
か
ら
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
４
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１
ー
38
）

定
員　

親
子
15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
名
前
・
年
齢
を
伝
え
る

※　

質
問
が
あ
る
人
は
、事
前
に
内
容

も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
・
相
談
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
、生
ご
み
を
簡
単
に

た
い
肥
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。受
講
者

に
は
、コ
ン
ポ
ス
ト
の
セ
ッ
ト（
１
世
帯

１
個
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

▽
８
月
５
日
㈭
、９
月
９
日
㈭
、10
月
７

日
㈭
、11
月
11
日
㈭
、12
月
９
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
10
月
14
日
㈭

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

▽
８
月
５
日
㈭
、９
月
９
日
㈭
、10
月
７

日
㈭

市
役
所
６
０
２
会
議
室

▽
10
月
14
日
㈭
、11
月
11
日
㈭

市
役
所
２
０
７
会
議
室

▽
12
月
９
日
㈭

市
役
所
４
０
４
・
４
０
５
会
議
室

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

開
催
日
の
15
日
前
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
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奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・
市
民
図
書
館
共
催

郷
土
講
座
受
講
者
募
集

　

親
子
で
市
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま

せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年
生

以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
時　

８
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ミ
ニ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
「
む
か
し
か
す
が
に
王
が
い
た

〜
２
０
０
０
年
前
の
も
の
が
た

り
〜
」

定
員　

25
組（
申
込
先
着
順
）

託
児　

若
干
名（
要
申
込
）

申
込
方
法　

８
月
10
日
㈫
ま
で
に
、市

民
図
書
館
案
内
窓
口（
大
谷

６
ー
24
）か
電
話
で
住
所
、氏

名
、子
ど
も
の
年
齢
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０

「
人
生
が
10
倍
楽
し
く
な
る
！
」

公
開
講
座
受
講
生
募
集

　

10
馬
力
ご
膳「
人
生
幸
座
」（
全
６
回

シ
リ
ー
ズ
）の
２
回
目
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　
「
は
や
り
・
流
行
・
ブ
ー
ム
を
創

る
〜
自
分
の
世
界
が
10
年
広
が

る
〜
」

講
師　

添そ
え
だ田
譲じ
ょ
う
じ二
さ
ん（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

代
表
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
ま
ち
づ
く
り
塾

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

同
塾
の
卒
業
生
が
講
師
に
な
り
、市

民
活
動
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

１
ー
１
５
５
）

内
容　
「
よ
い
話
し
合
い
の
進
め
方
」

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
で
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し

た
人
を
除
き
ま
す
。

○
販
売
管
理
講
習

日
時　

８
月
17
日
㈫
〜
26
日
㈭（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博

多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー
20
ー

15
）

申
込
期
限　

８
月
３
日
㈫

○
パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習

日
時　

８
月
18
日
㈬
〜
27
日
㈮（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

事
務
機
ビ
ル
１
階（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
み
な
み

多
駅
南
１
ー
２
ー

15
）

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈬

定
員　

各
25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

市
福
祉
計
画
課（
市
役
所

１
階
）に
あ
る
申
込
用
紙
を
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

▽
協
働
と
新
し
い
公
共
に
つ
い
て

▽
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と
は

▽
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
践

参
加
費　

３
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
30
日
㈮
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
入
の
上
、「
春
日
ま
ち
づ

く
り
塾
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

申
込
」と
明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り

課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

tiiki@
city.kasuga.fukuoka.jp

郷
土
の
歴
史
と
日
本
文
化
を
学
ぼ
う

春
日
市
史
跡
た
ん
け
ん
バ
ス
ツ
ア
ー

市
内
の
史
跡
を
郷
土
史
研
究
家
と
一

緒
に
巡
り
、ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

財
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
３
〜
６
年
生

日
時　

８
月
５
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
３
ー
57
）

参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
23
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、学
校
名（
学
年
）

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

子
育
て
ト
ラ
イ 

食
育
ト
ラ
イ

〜
育
て
よ
う
こ
ど
も
の
未
来
〜

　

純
真
短
期
大
学
は
、食
育
と
子
育
て

支
援
を
目
的
と
し
た
公
開
講
座
を
行
い

ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

同
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内（
福
岡

市
南
区
筑ち

く
し
が
お
か

紫
丘
１
ー
１
ー
１
）

内
容
・
対
象
・
定
員

▽
保
育
・
幼
児
教
育
に
関
す
る
講
座

定
員　

３
０
０
人

▽
調
理
実
習

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

▽
化
学
実
験

対
象　

小
学
１
〜
６
年
生

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

無
料（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

託
児　

１
〜
５
歳（
無
料
・
先
着
20
人
）

※　

申
込
方
法
・
申
込
期
限
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
公
開
講
座
係

（
５
４
１
）１
５
１
３

（
５
５
２
）２
７
０
７

http://w
w
w
.junshin-c.ac.jp/
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情報ひろば

小
学
生
対
象

夏
休
み
特
別
講
座

　

算
数
が
苦
手
な
小
学
５
・
６
年
生
を

対
象
に
、楽
し
く
ゆ
っ
く
り
指
導
し
ま

す
。

日
時　

８
月
３
日
㈫
〜
５
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

※　

保
護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

場
所　

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
学
習
室
１（
福
岡
市

南
区
曰お

さ佐
３
ー
42
ー
１
）

内
容

▽
１
日
目　

計
算
問
題
、割
合

▽
２
日
目　

表
や
グ
ラ
フ
の
読
み
解

き
、文
章
題
の
読
み
方

▽
３
日
目　

図
形

参
加
費　

５
０
０
円（
教
材
費
、保
険

料
）

定
員　

30
人

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、三
角

定
規
２
種
類

申
込
期
限　

７
月
22
日
㈭

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
女
学
院

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
５
７
５
）２
９
９
３

（
５
７
５
）６
４
８
０

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

遺
言
・
相
続
、不
動
産
・
会
社
の
登
記
、

借
金
な
ど
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、高
齢
者

の
財
産
管
理
な
ど
の
相
談
に
、司
法
書

士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

７
月
28
日
㈬
、８
月
４
日
㈬
・
25

日
㈬
、９
月
22
日
㈬
、10
月
６
日

㈬午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

労
働
時
間
等
相
談
セ
ン
タ
ー

　

同
会
は
労
働
災
害
、ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
、労
働
者
が
抱
え
る
不
安
の
解

消
を
図
る
た
め
に
、平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
、「
労
働
時
間
等
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
相
談（
予
約
不
要
）、対
面
相
談

（
予
約
優
先
）、い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

時
間

▽
月
〜
金
曜
日　

午
後
２
時
〜
８
時

▽
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
６
時

※　

日
曜
日
・
祝
日
、年
末
年
始
を
除
き

ま
す
。

場
所　

博
多
偕
成
ビ
ル
９
階
９
０
５

号（
福
岡
市
博
多
区
博は
か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東

２
ー
５
ー
28
）

相
談
電
話
番
号

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

０
１
２
０（
０
８
）１
７
４
４（
携

帯
電
話
不
可
）

▽
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル（
有
料
）

　

０
５
７
０（
０
８
）１
７
４
４

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

（
４
１
４
）４
８
６
４

http://w
w
w
.sr-fukuoka.or.jp

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
戦
没
者
の
配

偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、

父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹
で
実
施

時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳
以
下

の
人

期
日　

12
月
３
日
㈮
〜
11
日
㈯（
９
日

間
）

場
所　

ミ
ャ
ン
マ
ー

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

※　

期
日
、定
員
に
つ
い
て
は
今
後
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
30
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

　動植物は、もともと気候などの変化に適応する能力を持ってい
ます。しかし、地球温暖化はこの適応能力を上回るスピードで進行
し、「生態系」を激変させています。

消えていくサンゴ礁（海のカナリア）

サンゴは水温の上昇などのストレスを受けると、共生する褐
虫藻が抜け出してしまいます。この状態を「白化」といい、長い間
続くとサンゴは死に至ります。サンゴは水温など環境の変化に
とても敏感な動物です。炭鉱でガス発生を知らせるために飼わ
れたカナリアに例えて、地球環境の悪化を知らせる「海のカナリ
ア」と呼ばれています。
そして、沖縄ではすでに白化現象が始まっています。

「白神山地」の危機

ブナは涼しい地域の落葉広葉樹林を代表する樹木で、大型動
物のカモシカ・ツキノワグマや、天然記念物のクマゲラなどが
住む豊かな森林をつくります。ところが、このブナは、地球温暖
化の大きな影響を受けることが分かってきました。ユネスコの
世界遺産に登録され、世界最大級の原生林である「白神山地」の
ブナ林は、地球温暖化が進むと、21世紀末までにわずか0.1 〜
10%しか残らないと考えられています。※

地球温暖化を食い止めることができるのは、私たち人間です。
一人一人ができることから始めましょう。

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

※　「ブナ林の分布を規定する気候因子の検出」Journal of Science 2004.3より
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春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
親
子
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

レ
ン
ガ
を
積
ん
で
ア
ウ
ト
ド
ア
料

理
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
・
内
容（
全
２
回
）　

▽
８
月
22
日
㈰

「
石
釜
ピ
ザ
＆
薫
製
」

▽
９
月
26
日
㈰

「
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
」

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

参
加
費（
材
料
費
・
２
回
分
）

▽
大
人　

１
８
０
０
円

▽
子
ど
も　

９
０
０
円

定
員　

７
家
族（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

８
月
19
日
㈭

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
事
業

〜
今
日
は
私
が
料
理
長
〜

対
象　

小
学
生

期
日
・
内
容（
全
３
回
）

▽
７
月
29
日
㈭

　
「
ま
ず
は
基
本
の
ご
飯
と
み
そ
汁
」

▽
８
月
５
日
㈭

　
「
魚
を
さ
ば
い
て
い
わ
し
丼
」

▽
８
月
26
日
㈭

　
「
発
表
会
〜
お
家
で
も
上
手
に
作

れ
た
よ
〜
」

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

参
加
費　

１
０
０
０
円（
材
料
費
・
３

回
分
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、エ

プ
ロ
ン
、バ
ン
ダ
ナ
、タ
オ

ル
、上
履
き

申
込
期
限　

７
月
26
日
㈪

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
h
ttp
://w

w
w
2
.c
sf.n

e
.jp
/~

m
achicen/

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

男
女
共
同
参
画
劇
出
演
者
募
集

　

か
す
が
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
で

公
演
す
る
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

し
た
劇
の
出
演
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

18
歳
以
上
の
人

※　

８
月
下
旬
か
ら
10
回
程
度
行
う
練

習
に
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

出
演
日　

10
月
２
日
㈯

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

募
集
人
員　

15
人
程
度

申
込
方
法　

８
月
６
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
男
女

共
同
参
画
地
域
づ
く
り
事
業
実

行
委
員
会（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
人
権
男
女
共
同
参

画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
訓
練
生
募
集

○
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時　

７
月
24
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時（
受
付:

午

後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

同
校

内
容　

施
設
内
職
業
訓
練
の
概
要
説

明
、訓
練
科
別
説
明
、施
設
・

設
備
見
学
な
ど

申
込
方
法　

７
月
23
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

※　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、訓

練
受
講
に
は
、年
齢
制
限
な
ど
応

募
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
訓
練
生
募
集

対
象　

離
転
職
者
な
ど
で
転
職
・
再

就
職
を
希
望
す
る
人

訓
練
科
・
定
員

①
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
科（
３
カ
月
課

程
）

25
人

②
Ｏ
Ａ
経
理
科（
３
カ
月
課
程
）

25
人

受
講
料　

無
料

※　

テ
キ
ス
ト
代
、検
定
受
験
料
な

ど
は
自
己
負
担
で
す
。

応
募
期
限　

７
月
23
日
㈮

試
験
日
　
①
８
月
２
日
㈪
、②
８
月

３
日
㈫

選
考
方
法　

筆
記
試
験
、面
接

申
込
方
法　

公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
あ
る
入
校

願
書
を
提
出
す
る

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校（
久
留
米

市
合あ

い
か
わ
ま
ち

川
町
１
７
８
６
ー
２
）

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
＆

フ
リ
マ
２
０
１
０
参
加
者
募
集

期
日　

８
月
21
日
㈯

内
容　

こ
ど
も
向
け
の
手
作
り
工
作
体

験
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
、

ト
ラ
ク
タ
ー
試
乗
、パ
ト
カ
ー

な
ど
の
展
示
、野
外
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

参
加
費　

無
料

定
員　

６
０
０
人
以
上

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫
企
画
課

（
９
２
４
）１
３
７
３

（
９
２
１
）５
０
８
２

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

期
日
・
申
込
期
限

▽
７
月
24
日
㈯

　

申
込
期
限　

７
月
21
日
㈬

▽
10
月
16
日
㈯

　

申
込
期
限　

10
月
13
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
30

分（
予
定
）

場
所　

同
校（
佐
賀
県
唐
津
市
東ひ
が
し
お
お
し
ま

大
島

町ま
ち

13
ー
５
）

内
容　

学
校
説
明
会
、校
内
施
設
見
学
、

練
習
船
体
験
乗
船
、ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
実
習
な
ど

※　

参
加
人
数
や
天
候
な
ど
に
よ
っ
て

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校
教
務
課

０
９
５
５（
７
２
）８
２
６
９

０
９
５
５（
７
２
）４
２
７
５

h
ttp
://w

w
w
7
.o
c
n
.n
e
.jp
/~

karakyou/

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

部
員
募
集

　

一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま

せ
ん
か
。ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

員
も
同
時
募
集
中
で
す
。

　

練
習
日
時
な
ど
の
希
望
に
合
っ
た

チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。見
学
、体
験
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

問
い
合
わ
せ
先

▽
同
協
会　

野の
ぐ
ち口

０
９
０（
３
４
１
６
）７
７
８
９

▽
同
協
会　

山や
ま
も
と本

０
９
０（
７
２
９
４
）８
３
３
３

（
５
８
５
）４
８
７
０
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情報ひろば

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験

試
験
日　

10
月
17
日
㈰

申
込
期
限　

８
月
２
日
㈪（
消
印
有
効
）

※　

申
込
書
は
、㈶
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）や
福
岡
県
庁
建
築
指

導
課（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー

７
）、各
県
土
整
備
事
務
所
な
ど
に
置

い
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー

（
７
３
７
）８
０
１
３

（
７
３
７
）８
０
２
０

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

台
風
時
の
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う

○
台
風
時
の
停
電
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。停
電
情
報
は
、九
州
電
力

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

※　

台
風
な
ど
の
非
常
災
害
時
以
外

の
突
発
的
な
停
電
に
関
し
て
は
、

停
電
情
報
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

○
停
電
へ
の
備
え

強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
は
、あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、事
前

に
登
録
が
あ
っ
た
携
帯
電
話
に
停
電

情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
九
州
電
力
株
式
会
社
福
岡
南
営
業
所

０
１
２
０（
９
８
６
）２
０
７

http://kyuden.jp

（
携
帯
電
話
）

http://w
w
w
.kyuden.co.jp

（
パ

ソ
コ
ン
）

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

㈳
福
岡
県
バ
ス
協
会
で
は
、７
月
末

ま
で「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。降
車
の
際
は
、バ
ス
が
停
留

所
に
着
い
て
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
席

を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、や
む
を
得

ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。満
席
の
た
め
席
に
座
れ
な
い
場

合
に
は
、つ
り
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か

り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、高

速
バ
ス
や
貸
切
バ
ス
の
後
部
座
席
に

お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
４
３
１
）９
７
０
４

（
４
５
２
）３
７
６
１

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
と
県
は
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
、調
査
地
区
の
各
事
業
所

へ
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問

し
、常
用
労
働
者
数
な
ど
を
調
査
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
し
た
内
容
を
本
調
査
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
地
区　

春
日
原
北
町
４
・
５
丁
目
、

一
の
谷
１
・
２
・
６
丁
目
、下
白

水
南
２
〜
５
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
調
査
統
計
課

（
６
５
１
）１
１
１
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

戦
時
衛
生
勤
務
者
対
象

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈
事
業

　

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣
さ

れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た「
旧
日
本

赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」、「
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
」の
皆
さ
ん（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）に
対
し
て
、そ
の
労
苦

に
報
い
る
た
め
、内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
23
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣
官
房

総
務
課
管
理
室
業
務
担
当

（
〒
100
ー
８
９
２
６
東
京
都
千

代
田
区
霞か

す
みが
関せ
き

２
ー
１
ー
２
）

０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

０
３（
５
２
５
３
）５
１
９
０

退
職
金
の
悩
み

解
決
し
ま
せ
ん
か

　

確
定
給
付
企
業
年
金
法
の
施
行
に
伴

い
、適
格
退
職
年
金
制
度
は
、平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
ほ
か
の
制
度
に
移
行

す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。中
退
共
は
、国
が
つ
く
っ
た
従
業
員

の
退
職
金
制
度
で
、安
心
・
確
実
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

０
３（
３
４
３
６
）０
１
５
１（
代
表
）

０
３（
３
４
３
６
）０
４
０
０

http://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp/

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

体
育
施
設
の
利
用
・
宿
泊
パ
ッ
ク

　

同
プ
ラ
ザ
に
は
、体
育
施
設
の
利
用

と
宿
泊
を
セ
ッ
ト
に
し
た「
宿
泊
パ
ッ

ク
」が
あ
り
ま
す
。プ
ー
ル
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
で
汗
を
流
し
た
後

に
宿
泊
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、夏
休
み
に
家
族
で
利
用
す
る

場
合
に
も
最
適
で
す
。

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

利
用
料（
１
泊
１
人
）　

３
２
０
０
円

※　

休
館
日
と
そ
の
前
日
は
宿
泊
で
き

ま
せ
ん
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ
総
合
案
内

（
５
８
４
）１
２
１
２

（
５
８
４
）１
２
１
４

「
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

改
正
の
お
知
ら
せ

　
「
明
日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊

急
経
済
対
策
」に
基
づ
い
て
、平
成
22
年

４
月
１
日
に「
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、年
次
有
給
休
暇
に
つ

い
て
、取
得
率
の
目
標
設
定
を
検
討
す

る
ほ
か
、労
使
の
話
し
合
い
の
機
会
に

お
い
て
は
、年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状

況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、取
得
率
向

上
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
企
業
に
お
い
て
は
、夏
季
休
暇
に

お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に

向
け
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

（
４
１
１
）４
８
６
２

▽
福
岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.fu
ku
o
ka
-p
lb
.

g
o
.jp
/5
ka
n
to
/ro
d
o
zika

n
/

rodozikan01.htm
l
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糖
負
荷
検
査

　

昨
年
度
は
、受
診
者
の
中
で
約
３

割
の
人
に
糖
負
荷
検
査
を
勧
め
ま
し

た
。そ
の
糖
負
荷
検
査
を
受
け
た
人

の
う
ち
、約
３
割
の
人
が
、境
界
型
・
糖

尿
病
型
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、対
象
と
な
る
人
に
は
糖
尿

病
に
進
行
し
な
い
よ
う
、健
診
結
果
相

談
会
や
血
糖
値
を
下
げ
る
相
談
会
、

栄
養
相
談
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
い
、保
健
師
や
管
理
栄
養
士

が
、１
対
１
で
栄
養
や
運
動
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

加
入
者
で
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人

に
は
、健
康
課
か
ら
郵
送
す
る
、健
診

の
案
内
に「
特
定
健
診
受
診
券
」を
同

封
し
て
い
ま
す
。春
日
市
の
国
保
加
入

者
の
受
診
率
は
約
15
％
と
県
内
で
も

低
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
積
極
的
に
受
診
し
、

糖
尿
病
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

　

例
え
ば
、糖
尿
病
は
あ
る
程
度
進

行
し
な
い
と
、口
渇
、多
飲
、多
尿
、体

重
減
少
な
ど
の
症
状
が
現
わ
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、健
診
を
受
け
、血
液
検
査

で
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C
検

査（
※
）を
行
う
こ
と
で
、糖
尿
病
の
予

防
や
早
期
発
見
が
で
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、失
明
や
人
工
透
析
、足

の
切
断
な
ど
３
大
合
併
症
が
怖
い
病

気
で
す
が
、糖
尿
病
に
な
る
一
歩
手
前

の
境
界
型
の
時
期
も
、大
き
な
血
管

の
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す
く
、脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
、足
の
壊え

そ疽
な
ど
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。特
に
、高
血
圧

や
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
が
重
な
る

と
、危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

春
日
市
で
も
、糖
尿
病
境
界
型

の
早
期
発
見
の
た
め
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A
1
C
が
５・
５
〜
６・
０
ま
た
は
、空

腹
時
血
糖
が
１
１
０
〜
１
２
５
の
人
に

は
、糖
負
荷
検
査
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C
と
は
、血

液
の
中
の
タ
ン
パ
ク
質
と
糖
が
結
び

つ
い
て
い
る
状
態
で
、こ
れ
が
高
い

と
、食
後
の
血
糖
値
が
慢
性
的
に
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
は
目
に
見
え
な
い
体
の
変
化
を
確
認
で
き
る
数
少
な
い

機
会
で
す
。

　

積
極
的
に
受
診
し
て
、病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ファミサポかすが
　5月17日から５日間、「まかせて・どっちも会員」になるための
講習会が行われました。
　一人一人の子どもをしっかり受け止め、地域の力を生かす子
育て支援のあり方を学びました。
講習内容
▷ファミリー・サポート・センターの仕組みと活動
▷気持ちのよいコミュニケーションのために
▷子どもの事故と安全について
「救命講習」、子どもと遊び
▷子どものからだと健康
▷子どもの成長を支えるために〜
地域の力を活

い

かす〜

講習を終えて（受講者の声）
▷子どもの発達や心理を聴けてとても良かった
▷救急救命では講義と実技がありとても参考になった
▷保育士から学んだ子どもとの遊び方は今後の活動に生かす
ことができそう

　「まかせて・どっちも会
員」には、市内に居住し、
自宅で子どもを預かる
ことができ、健康で子育
て支援に意欲のある人
であれば誰でもなるこ
とができます。
　次回の後期講習会は、10月を予定しています。皆さんも積極
的に参加してみませんか。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

糖
尿
病
の

早
期
発
見
に

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！
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白
しろうず

水 雅
まさ

也
や

ちゃん（春日）
平成19年7月16日生

上
うえ

治
じ

 南
み お

凰ちゃん（ちくし台）
平成19年7月17日生

城
き ど

戸 兵
へいすけ

介ちゃん（一の谷）
平成21年7月17日生

栗
くり

野
の

 智
ち ほ

帆ちゃん（春日原南町）
平成20年7月19日生

世
せ ら

良 磨
ま さ と

沙斗ちゃん（小倉東）
平成21年7月19日生

7月後期

9
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
8
月
２
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口    6/15現在

◎総人口  109,584人

女 　56,208人

男　 53,376人

◎世帯数  44,308世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

日の出小学校
所在地　日の出町3-1-10
（572）4456　 （572）4445

　本校は、コミュニティ・スクールとしてスタートするに当た
り、学校や子どもに対する期待や課題について保護者や
地域に対してアンケート調査を行い、その把握に努めまし
た。そして、学校・家庭・地域の三者が共に課題としたのが、

「学ぶ意欲」「豊かな心」「健やかな体」「安全・安心」の４
つでした。

　そこで、課題解決のために学校運営協議会で協議・承
認された内容を具現化し、実践していく組織として、課題別
コミュニティを立ち上げました。それは、「学びコミュニティ」

「心を育むコミュニティ」「元気コミュニティ」「安全・安心コ
ミュニティ」の４つです。この組織は、地域の自治会やＰＴＡ
役員の皆さんを中心に活動していただき、毎月第３月曜日
に、定例会を行い、教育活動の充実を図っています。
　ここでは、元気コミュニティの活動内容を紹介します。元
気コミュニティは、「正しい生活習慣を身に付け、元気な子
ども」を目指しています。子どもの生活習慣を見直し改善す
るための「キラキラ週間」を活用した食育の推進、基本的
な生活習慣の充実、地域で元気な声を響かせる「挨拶運
動」の推進、家庭と学校が連携した「チャレンジ宣言」の充
実、健やかな体を育成するための「体のチャレンジ（水泳・
ペース走）」などを行っています。
　今後も、コミュニティ・スクールとして、学校・家庭・地域の
三者が協働して子どもたちの成長を支えていくことができる
ようにしていきたいと思います。▲花いっぱい運動の様子



　今年も「壁面緑化活動」が始まりました。
市役所の１階から６階の各階の窓ガラスの
壁面に、約５カ月間をかけて、アサガオとゴー
ヤの緑のカーテンを職員で育てています。
　福岡市が呼びかけた福岡都市圏での活
動に応じたもので、この「緑のカーテン」を見
た市民の皆さんに、家庭や地域での省エネ
活動、緑化の推進を意識していただくことを
目的としています。
　アサガオやゴーヤの成長を楽しみなが
ら、私たち一人一人が取り組める温暖化防
止の大切さについて考えています。皆さん
も、日常生活の中でできることがないか、も
う一度見直してみてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　  　　　　　　や

木製品

　これは、須玖尾花町遺跡（大和町五丁目）で出土した木製の杓
しゃくし

子です。汁や

飯などの食物をすくい取るのに使用されました。

　このような木製品は、遺跡の発掘で出

土することがありますが、出土時には外

形を留めていても時間がたつにつれて

形が残らないほどに変形し、資料的価値

を著しく損ねることがあります。

　それを防ぎ形状を保持するために、発

掘調査で出土した木製品は、科学的保

存処理を施し、保存されます。　

　　　　　　（奴国の丘歴史資料館）
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